
平成 17 年度当初予算 重点プログラム別概要 
 

 絆２：歴史的・文化的遺産等を活かした三重の魅力づくりプログラム    
（主担当部局：生活部） 
   （１）歴史的・文化的遺産を活かした風情あるまちづくり推進事業 

   （２）文化戦略推進事業 

   （３）歴史的・文化的遺産を活かした県事業等の推進環境づくり事業 

   （４）歴史資料の保存活用環境づくり事業 

    
＜プログラムの事業費＞                      （単位：千円） 
 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 ３か年計 

当初計画     26,898    29,000    30,000     86,000 程度 

見直し後     26,898    39,476    16,980 83,354  

  注：見直し後の 16 年度は現計予算額、17 年度は予算要求額、18 年度は同見込額 

 
＜事業目標の見込み＞ 

目標項目  平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

目標値       ―      140 人 280 人 (1) 歴史的・文化的遺産保全活

用アドバイザー養成数（累計） 実績値   ― ― ― 

目標値   ―  １事業   ３事業 (2) グランドデザインを実現す

るアクション（展開事業）数  実績値   ― ― ― 

目標値 ―      100 人     200 人   (3) 歴史的・文化的遺産の保 

全・活用講座受講者数（累計）  実績値 ―    ―    ― 

目標値     30 ％     50 ％  60 ％ (4) 県の資料の閲覧可能資料率 

実績値 30 ％ ― ― 

  
＜進捗状況（現状と課題）＞ 
・三重県内には、独自の歴史と文化から生まれた魅力ある遺産が数多く存在していますが、

これらの遺産が、地域において適切に保護・保全されておらず、遺産そのものの価値認識

も不十分なことから、持続的・発展的な地域づくりへの活用に十分につながっていません。 

・これらの遺産を、地域の誇りにできるものとして、さらには、貴重な三重の魅力のひと

つとしてとらえ、集客交流にもつながる、個性ある地域づくりに活用していくため、地

域住民等との協働による取組の充実、それらを支える人材の育成や仕組みづくりの推進

等が課題となっています。現在は、来年度に実施する、歴史的・文化的遺産の保全活用

について専門的見地からアドバイスできる人材を育成する講座のカリキュラム等の検討

や、価値ある遺産の情報データベースの作成に係る具体的調査手法等の検討を進めてい         
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 ます。 

・また、豊かな心や感性を育むとともに、活力と個性豊かな地域社会の形成に寄与するな

ど文化の多様な意義を踏まえ、現在進めている、文化に関わる専門家や活動者、県民等

との幅広い議論などをもとに、文化的視点から様々な分野の施策をとらえる必要があり

ます。 

 
＜平成 17年度の取組方向＞ 
・地域の歴史的・文化的遺産等を、地域住民が積極的に保全・活用するなど、三重の魅力

の向上につなげる環境をつくるため、現在、高等教育機関との共同研究として実施して

いる歴史文化的景観の保全・活用を効果的に進めるための仕組みづくりの検討成果を生

かしながら、地域住民等との協働による多様なまちづくり活動や人材育成の推進、価値

ある遺産の情報データベースの作成などに取り組みます。 

・さらに、平成１６年度に取りまとめる文化政策の概念やあり方の整理を踏まえ、各分野

の施策・事業に「文化」の視点を幅広く反映するための検討を行い、文化戦略を策定し

ます。 

 
＜主な予算要求事業＞ 
① 歴史的・文化的遺産を活かした風情あるまちづくり推進事業 

【17 年度事業費 １２，０５７千円】 

  県内の歴史的・文化的遺産の保全・活用について専門的見地からアドバイスできる人

材を育成するとともに、価値ある遺産の情報データベースを作成するなど、歴史的・文

化的遺産を活かした風情あるまちづくりに向けた環境整備に取り組みます。 

 

② 文化戦略推進事業【17 年度事業費 ２３，９７５千円】 

  平成１６年度に取りまとめる文化政策の概念やあり方の整理を踏まえ、各分野の施

策・事業に「文化」の視点を幅広く反映するための検討を行い、文化戦略を策定します。 
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